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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
重
要
性

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
死
活
的
に
重
要
な
シ
ー
レ
ー
ン

の
ど
真
ん
中
に
位
置
し
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
他
、
多
く

の
チ
ョ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
も
抱
え
て
い
る
。
さ
ら
に
ア

ジ
ア
圏
内
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
第
５
位
に
位
置
し
て
い
る
。

人
口
動
態
を
鑑
み
て
も
、
生
産
人
口
が
多
く
、
益
々

存
在
感
を
増
す
こ
と
は
確
実
だ
。

　

ま
た
自
由
主
義
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
国
で
あ
る
。
１
９
６
０
年
代
、
東
西
冷
戦
の

最
盛
期
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
も
ま
た
共
産
主
義
思
想

が
広
が
っ
て
お
り
、
１
９
６
５
年
９
月
30
日
に
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
共
産
主
義
者
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が

発
生
し
た
。
幸
い
反
共
陸
軍
を
中
心
に
、
懸
命
に
抵

抗
し
、
共
産
化
を
免
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
仮
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
が
共
産
化
し
て
い
れ
ば
、
ド
ミ
ノ
倒
し

の
よ
う
に
ア
ジ
ア
各
国
に
も
共
産
主
義
が
普
及
し
、

今
の
状
況
と
は
全
く
異
な
る
様
相
に
な
っ
て
い
た
は

ず
だ
。

　

こ
の
イ
ン
ド
太
平
洋
の
結
節
点
に
あ
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
が
安
定
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
と
友
好
関
係

を
築
く
こ
と
は
、
日
本
の
シ
ー
レ
ー
ン
の
自
由
で
安

全
な
航
行
の
た
め
に
重
要
な
の
だ
。
要
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
の
共
闘
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
事
な
わ
け
だ

が
、
過
去
に
も
日
本
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
共
闘
し
た

歴
史
が
あ
る
。
今
回
は
改
め
て
、
そ
の
歴
史
を
振
り

返
り
た
い
。

　

長
き
に
わ
た
る
オ
ラ
ン
ダ
支
配

　

か
つ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
３
０
０
年
近
く
に
わ

た
り
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
徹
底
し
た
愚

民
化
政
策
が
行
わ
れ
、
標
準
語
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
の
普
及
さ
え
阻
止
さ
れ
、
過
酷
な
搾
取
の
た
め

に
餓
死
者
が
続
出
、
平
均
寿
命
は
35
歳
に
ま
で
低
下

くにまもりの提言
　

天
皇
皇
后
両
陛
下
の�

�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ご
訪
問

　

今
年
６
月
17
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
天
皇
陛
下

皇
后
両
陛
下
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
親
善
訪
問
を
さ
れ

ま
し
た
。
訪
問
後
、
天
皇
陛
下
は
こ
の
よ
う
な
コ
メ

ン
ト
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
若
い
世
代
の
人
々
が
、

お
互
い
の
国
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
両
国
の
相
互

理
解
と
友
好
協
力
の
一
層
の
深
ま
り
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す
。（
一
部
抜
粋
）」

　

若
い
世
代
に
よ
る
交
流
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
関

係
深
化
を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
お
言
葉

で
あ
る
。
実
際
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
際
社
会
に

お
け
る
重
要
性
は
年
々
増
し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
重
要
性
と
、
両
国
の
歴
史
の
歩

み
を
振
り
返
り
た
い
。

◎
く
に
ま
も
り
の
提
言 

㉜
◎�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

 
歴
史
を
通
じ
た
連
帯
を
し
よ
う

江え

崎ざ
き

光こ
う

太た

郎ろ
う
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し
た
と
言
わ
れ
る
。

　
日
本
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
統
治
の
光
と
影

　

そ
う
し
た
状
況
を
大
き
く
変
え
た
の
が
、
大
東
亜

戦
争
だ
。
１
９
４
２
年
３
月
、
日
本
軍
は
僅
か
９
日

間
の
戦
闘
で
ジ
ャ
ワ
島
の
連
合
国
軍
を
降
伏
さ
せ
、

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
の
軛く

び
きを
破
っ
た
。
以
後
、
日

本
統
治
に
な
り
、
次
の
よ
う
な
施
策
を
行
う
中
で
、

独
立
の
体
制
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

１
つ
目
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
公
用
語
に
し
た

こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
分
割
統
治
を

さ
れ
て
い
た
民
族
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
と
し
て

共
通
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

２
点
目
は
軍
隊
の
創
設
・
育
成
だ
。
の
ち
の
オ
ラ

ン
ダ
と
の
独
立
戦
争
の
主
力
部
隊
と
な
っ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ

Ａ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
郷
土
防
衛
義
勇
軍
）
を
設
け
て

訓
練
し
た
。「
サ
ン
パ
イ
マ
テ
ィ（
死
ぬ
ま
で
や
る
）」

を
合
言
葉
に
、
相
撲
を
徹
底
的
に
取
っ
た
。
何
よ
り

も
大
事
な
こ
と
は
、
３
０
０
年
に
も
わ
た
る
支
配
で

植
え
付
け
ら
れ
た
、“
自
分
た
ち
は
白
人
に
勝
て
な

い
”
と
す
る
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
を
打
破
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
筆
者
も
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ａ
出
身
者
に
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、「
何
よ
り
も
敢
闘

精
神
を
涵
養
し
て
く
れ
た
の
が
有
難
か
っ
た
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

３
点
目
は
国
家
運
営
の
た
め
の
人
材
育
成
だ
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
大
学
・
専
門
学
校
卒
業
生
は
数
百

人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
海
員
養
成
所
や
工
業
学

校
な
ど
を
新
設
・
拡
充
し
、
10
万
人
に
及
ぶ
青
年
エ

リ
ー
ト
を
養
成
し
、
の
ち
に
彼
ら
が
中
心
と
な
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
の
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
日
本
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
統
治
は
暗

い
影
も
落
と
し
た
。
飛
行
場
や
鉄
道
、
道
路
、
炭
鉱

な
ど
の
労
働
に
、
多
く
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
徴
用

さ
れ
た
。
戦
時
下
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
食
糧
も
十

分
で
は
な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
は
飢
餓
状
態
も
発
生

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、“
ロ
ー
ム
シ

ャ
”
と
い
う
単
語
が
残
る
ほ
ど
に
、
民
衆
に
強
力
な

印
象
を
与
え
た
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
る
旧
前
田
邸
と
い
う
海
軍
将
校

の
家
で
あ
っ
た
場
所
に
は
、
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
が
起

草
し
た
独
立
宣
言
文
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
独
立

宣
言
文
の
日
付
に
は
、
05
年
８
月
17
日
と
記
さ
れ
て

い
る
。
05
年
と
は
皇
紀
２
６
０
５
年
、
日
本
の
暦
を

指
し
て
い
る
。
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

独
立
を
支
援
し
た
日
本
に
感
謝
す
る
た
め
に
皇
紀
を

使
用
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
約
３
年
間
に
わ
た
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
統
治
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
が
苦

し
ん
だ
事
実
が
あ
る
一
方
で
、
日
本
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
独
立
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
な
の

だ
。　

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
歴
史
を
通
じ
た
連
帯
を
図
ろ
う

　

市
ヶ
谷
の
防
衛
省
の
一
角
に
、
ス
デ
ィ
ル
マ
ン
将

軍
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ス
デ
ィ
ル
マ
ン
将

軍
と
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ａ
出
身
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
の

英
雄
と
崇
め
ら
れ
て
い
る
人
物
だ
。
２
０
１
１
年
に

寄
贈
さ
れ
た
こ
の
像
は
、「
ア
ジ
ア
の
安
定
に
向
け

て
、
我
々
と
共
に
立
ち
上
が
ろ
う
で
は
な
い
か
」
と

す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
以
来
、
民

間
団
体
が
主
催
で
毎
年
８
月
17
日
に
は
市
ヶ
谷
防
衛

省
で
、
ス
デ
ィ
ル
マ
ン
将
軍
献
花
式
が
執
り
行
わ
れ

て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
歴
史
を
通
じ
た
交
流
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
ア
ジ
ア
の
安
定
の
た
め
に
、
共
闘
し
た

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
国
際
情
勢
が
緊
迫
化
し
て

い
る
今
こ
そ
、
か
つ
て
の
歴
史
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、

よ
り
強
固
な
関
係
を
築
き
た
い
も
の
だ
。

くにまもりの提言

カ
レ
ン
ト
年
間
購
読
は
コ
チ
ラ
⇨


